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で優れた構造であることを明らかにしている。さらに，新型 LNG 船の衝突時のエネルギー吸収量は従来型 LNG
船にやや劣るものの，破断限界を考慮するとほぼ同等の衝突強度を持つことを示している。
(4) 氷海用海洋構造物に氷板が衝突する場合について，氷板の割れ強度を推定するために，材料非線形性，氷板の厚さ
方向への強度の不均一性，亀裂による破壊の発生・進展，亀裂の長さによる剛性の変化等種々の影響因子を考慮し
た計算法を，剛体ばねモデルをもとにして開発している。次に実験室的に作成した氷板，氷丘の材料試験をこの方
法で数値シミュレーションし材料特性値を推定し，模型試験の結果を再現できることを示している。さらに，実際
の北極海の氷象を模擬した実寸大の氷丘と平坦氷との複合氷象が，着底式の海洋構造物に衝突するときの氷象の破
壊の進行と海洋構造物に作用する氷荷重の大きさをこの計算法で推定し，計算結果が妥当であることを確認してい
る。
以上のように本論文は，船舶・海洋構造物の，高速度から低速度までの衝撃・衝突現象で生じる破壊現象を，数値解
析により推定する方法を導出しており，これらの推定法は，事故の実態を解明するためばかりでなく，事故を想定した
安全性を評価する上でも極めて有用であり，一般の構造工学上も貢献するところが極めて大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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